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菜豆炭痘病菌の越冬に闘するこ，三の観察

栃内吉彦・岸田啓司

〔北海道大拳農争部植物拳芝生室〕

Observations on the overwintering of the bean anthracnose fungus， 
Co~let(}れ・ic1turn Lindernut1tia拘ul1tBRI0S1 et CAVARA. 

YOSHIHlKO T削JJJINAIand KKIJI SA W ADA 

1.緒 言

病原菌の越冬に闘する研究は，病害の防除上

最も主要なlJf.JJiの一つでるって，多くの病容につ

いて，種々の研究が行われ，茶豆の決妊i荊-iMiの越
冬に闘しでも'fF種々の調布がある。

来豆の荻野I病は菜豆A&J母上i誌も恐るべき病害
の一つであって， ヰ判!i'に3全仕困純総、生j丙広守午;

上を11山I片iむる北j海毎j道立に於ては (食j狩t狩糧F量I品昔管屯勺叩.J'I児J恒E杭員計計1'"年lド三十報民，
1948， 1949)極めて重要組すべき|問題とされてい

る。 菜豆の決抵抗=菌 Collelot山 1即 IILindemulhianum 

sRIOSI et CAVARAは来立の金生育期に渉ってと

れを似し，子市l切に於ける被害idLび、に結英明に於

ける来2及び了・宜の被害が故も顕著である。子市に

あっては 1111和によって佐々 ~l:r:+，li flIJlJ~を jIi し，十ii死

をまぬがれたものもその後の生育を著しく阻害さ

れる。而も子市に鼓生した決4邸内は布{(物の生育の

進むにjEい次ぎ次ぎと各部に移行し，主主には爽及

び子貨をも佼すに王るのでるるo イ長季琵:J.!:後IlIJも

ない子市に於ける設的は， との病原置、iの越さちと大

いに民主j係ずるものと考えられる。筆汗等は，該病

原菌の分生胞子及び被害焚，粒子可;を:Jijいて，そ

の越冬に闘する，I.え信念を行った。 とこにfうたる若干

の知見を、地出する。

稿をtJLするに千万り?:?時H.qljt:ltli車十|三1111・)J旦ミに方き

て産主を背まれ，材料の自I}.:集に{必立を則えられた

声i合正臣氏及び元北海道農産種苗株式合祉の西川

二郎氏に深く感謝する。

2. 分生胞子による越冬

:菜立の決rJt病菌の分生胞子が札幌附近の環境

に於て越冬し得るや否やを碓めるために，ーたの女"

き貰験を行った。

1) 使用病原菌

常法により失の材料より分離し車胞子培養

せる二系統の提出病菌を使用した。

A菌 1946年 9n 7日札幌北klllll場にて搾集
せる虎豆の抗E病3だより分離

D菌 1947年f:L帆郡豊平町月寒庄のピルマの

:IW病種子より分離

以上N'I系統の決山病菌は接種試験により，一
般栽域iih積立立ぴに外岡，lMiIi:サ;40童文rf，qj]iに討する

病原性を確認せるものであって(栃内吉彦， 1皐川

砕司，未設衣論文)， :4二金時，子無i品高等に封して

特に強い約原'I~È をイ{する(2{~ 11>';.)1参照)。

2)費駿

27
C

Cに於て.I.g鉛薯!1if汁111:駒選犬(同鈴蕃 200
g，照明20g，蒸雨水1000c心)上に 10日間培養せ

るAI'岩の分生胞子を 1947年 9JJ 22日に殺菌せ

る式協金f庄 3~えに 1多し， ゴム栓にて封じ，オくの 3ヵ

)引に翌 1948年 6n 3 r:l迄保存した後11~IH して，

投与.:.!tyt~J段を行った。護~51\試験はfJ[.::，~胞 rを役立Î í.4
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手係長鴇 右:本金n;y，

D]宕による楽豆子苗の被害

i;，・
第 1闘

はlliちに温室に泣き，との1l¥i系統に強いJ高'2性を
示す菜豆!日lH(~，，:金日与を J岳部し， その一子-Isisiに於ける

炭~j(約設生の有力!1;を調夜した。翌 1949"y. 4月初
日に，越冬せしめた H引の鉢をmzt!'，して混宝にtct
き， I司ヒく本金時を揺紐し， 5jj17f1その一了JJ{の

氷山約設が]の欣況を調布した。とのl政』附の鉢の
内2í;i~ (A 1高)はそのままfjh式したが，他の 2i'i:iの

鉢 (C1亙)には5Jj2口)0'に培養せる Dj]~fの胞子序

説淡をiflUtじた。結HLは消2去に示す泊りである。

この貰験結以によると，も'k:0:下土壊11-1VLて蹴

与せる;&，;jíIN.Jf自の分生}Ji~I は， 了--fJiに到する位努

i{i!;l'( r~l fζ浮i砕しペトリ肌VL11ft L:込んだ院長(J砦煎
汁l'f!本ij京jくJ'，に塗干fî し 25

C

C に 48 時 I l\H米-l'i~:せる

後胞子設芥の千ff!!f;~;J，IJ1正した。が}設;抗試験とり[一行

じて，夫々の純子浮iJifif立を以て，本金時子WiVL;};定

都r1¥t#Jf}!を行って菜豆-了117に到する位者jJの千Jf!!f;を

も淵ぺた。 *UJ.l~をまとめてあ 1 去に示した。

第 1表
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とのキl;県よりみるに，戸外， ~r0J'TL 主|可いや

れにf*Hiミせる胞子も， 越年後J土Dlt:えej)を泊犬して

いるものの立I1く，従って菜sIrr'Nr<こ封する伏よt+)J
も認められなかった。

;:;oc.土壌中に於ける)JH了・の!泣きーκi品jして寅

喜三行った。 194均年 11TJ 27 n千五 1パの素焼跡7i;守
に濃い DI誌の))(，)，-[-汗主配 100c・C・デlLdiUi':'1t-る後

その1-114i:iiiを北大民投JI以I(̂'jのこ r十日立;lJjIめ， そ

のままも'(l(Fにて肢冬せしめた。 i血ω3i;i;j (B MJ 
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カを消失している様に足、われる。との貰験中 B及

びC匿に於て，時に Epicotyl或は葉等にも鼓病し

たが，多くは地際部に護病した。病原菌の胞子J土

地表全面に撒布したのであるから，殻芽の際には

植物体は地上部も病原菌I'C.接糊したものと思われ

るにも拘らや地際部にのみ裂病ーするのは，後illず

る侵入に要する時間に閥速するものと忠われ，そ

の部分が長く病原菌に接備し而も常にirli.水によ
ってi熟度が充分であって，立iの侵入に好'.~血友ため

であろうと考えられる。

3. 被害爽による菌の越冬

楽豆の被害組織内に於て茨痕病菌が越多し得

るや否やを確めるため， 1948年秋札腕郡県千町月

裂に於て採集せる抗k病ピルマの英を用いて賓験を

行った。 thlとの初日約英を採集せる/l1iI場は，筆者等

がD的.の分離に使用せるピルマ被害極子を播種

せる/l1iI場で‘ある。

とのピルマの決底抗=被害災を三つに分け，一

つ(A函)は便1尺の素焼鉢2ti'ijの土壊表面になら

べて被覆し， 1948年 11月27日北え訴栄樹1!A1内の

土壌中に埋め，翌おまで干J(;韮下に放置/.，他の一

つ (Bj，匝)は紙袋に入れ，納Eぷ.に保存した。1!!に他
の一つ(C凶)の被害英は， 1948"ド11月2日本金

時を播種せる鉢2筒の土壌表面にならべて被覆し

た。 との鉢(C匝)を温室に保J与し 11月29日に

至って子百の決m病設生のjjJ¥況を調査した。 A，B
雨匝は越冬後翌1949年 4Fl 30日， A匝の鉢には

そのまま本金時を播租し， B匿の英は，本金時をと

播種せる素焼鉢の土壌友田iにならべて被裂した。

とれら A，B附匿の鉢を温室に保持し 5月

17日に至って，その子市に於ける護病のJ!)，況を調

布した。 tJ.J-.のキli県をごとりまとめて抗3炎に示し

た。 f旬以上の賞験に於て鉢のJ-.を{ii'iT鈴にて被い

滋度を保ち接種に"KrJ過ならしめた。

との結果によると， :iti'約せる楽主主の兆はIilij場

に於て地上に散乱して秘書下に越冬せる場合には

翌ぷ岐に1，1;1'似しi1¥iは死滅じて菜J王子市に封ずる位
守:JJを欠っている綜であるが，車内1#.に社民ilk態に

て保イ[.されたものにるっては，その病原菌はlりjら

かに翌イぷ注生存し J・-IJi' を f-d:~，it し符るととが認め

105 
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られた。

4. 躍病種子による菌の越冬

三えに茨血病に抗E荊せるこ菜豆種子による病原菌

の越冬について調布するため， 1947 "1三より 1950

"F-にi!J;り弐の女11き貨験を貰施した。

賓験第 1

1947年札幌郡豊平lur月去に於て炭山約のん護

生せるピルマを収陛し， JJjt致後翌1r<まで宝l刊に保
存した。 19.48年7n 6日とれより任立に 100粒宛
を湾ぴ，夫々土壌を充頃.せる木A;I'i3 がH乙カ!~消毒の

まま掃租し温室に保持した。その後観察を続け 7

n 19日に主って，その設的批況を記録した。 そ
の結果を可'c4去に示した。

種了・は護芽して子葉を地上に護IHするや先や
子葉に議病し，或るものはその約斑中に則二肉色の

第 4表

I 2 I 3 I 言十

f脅 手E キt 鍛 100 10ヨ 100 300 
後yF個 体型k 87 91 90 258 

健 Z詮例 体重i 69 64 I う3 183 
子葉 を

f除4:型〈主 79 77 56 212 健全個

護|子葉酬耐 l 10 I 13 I 6 I 29 病個 に王室病せるもの

子葉の溌病に| 8 I 14 I 34 I 56 休 止まれるもの

軍主 lii 

/f二 吉主 芽



106 北海道大挙襲撃部紀要

胞子-:lU~ を形成する。とのごf実は 1m もなく脱落し，

更に翠実に殻約するに至る。然し子市中には，:y-
葉の渡的のみに ll::りその脱落後，他の部位には唆

病しないものがるった。第4表に於て，健全{同体

童文とは全く裂病しなかったものを示し， I子葉を

除く健杢1[IrIf本放」とあるは，子実に護#~せるもそ

の脱落後他の部位には設病しなかったものを含ん

でいる。との賞験結果より見ると，決血病菌は抗日

病種子によってJi立冬し翌春種子の護芽ーと共に光

す=子葉を佼し，渡的は子葉にのみ止るとともある

が，};I!に玄葉をも佼し，はなはだしき場合は枯死

に至るものさえあるととが明かに怠った。

ず'，J故初IJK.記故せる D立iは，との質験に使nJせ

る抗i¥病租了・より分離せるものである。との粒子は

賞験結果の示す如く 300粒中位杢に護芽し得た

ものは慌か 1831rlil体のみで，非常に不良な種子で

あるととがIlfjかであるが，更にとの粒子を!ilijf.誌に

播種せるに， その子tfiに決HI1i有の鼓生をと見，生育

の進むと共に各部を位者し，進いに結英明に至っ

て，災及び極fにも大なる被害3と輿えた。

費験第 2

[貰I:~命第 1J に於て述べた如く， 1947年収陸せ

る縦約ヒゃルマ種子は翌 1948"Fに播種して r，副主

決Ji:t:1iなの大殻生を見たが，更にとれを秋季収穫肱

殺し顕著な炭血病の病斑を有する種子のみを選

び 5印O:j粒凶

如く f保米千j川え汁lし/t<たζ後播租極:し護仇病z欣1況兄を調査しアたζ。

A匝の種子: 越冬i1ij1948年 10月12日温室内に

於て播種し 11月2日護病J状況を

調査した。

B匝 グ

Cj蛍 F 

D匝 Q 

納自に{~Hf.し，翌 1949 1， 1'- 4 n 30日
i且宝内に於て播種し，γ-Eiの護病fl]，

況を 5月17日迄観察した。

室内に保存し，翌年 B匝と共に播

極し同様に観察した。

室内に保存し，翌々年 1950"t-'--4月

1日説者内に於て橋和し，4n 22日
迄設病fl]，況を調査した。

宜験結果をとりまとめて第5去に示した。

との寅験結J.!~によって見るに，決行UI~fïîは宝

内，納恒いすコれに保イ正した場合にも，抗i1約極[-1司

第 5表

試 験 1羽 日

t~ till :tll 重主
ま主芽個 体数

健全個 体重主

子'itを除〈健全個体敗

i… 改 に古車病せる個体

宮1四 子葉の霊童病個 に
休 止まれる休

数 病原不明個体

言「

~ 官菱 芳三

I(~臥! BI日鼠 I(~ 民
(越そiiij)lc車内屋)!(室内)I(室内)

1948年 1949月.!f..!1 949年 1950月年
10月 4 Fl 1 4 月 4

50 50 50 50 

38 47 46 37 

3 2 。
28 10 9 

10 37 37 36 

21 7 4 

4 2 3 O 

35 46 44 37 

12 4 13 

に於て翌春まで生存し，更に室内に保存したもの

では翌々春まで生存し，殻:!fと共に護病するとと

がl明かである。亦:111¥病f'ill:子のみを括主Eしたので、あ

るが，決血病}自の侵害が種皮に止まり，内部の子

葉等に至らたかったためか，その!段落によって雨

後全く瑳病しなかった1/IJ1体があった。去中に記さ

れた健全{同体とはかくの虫flきものを示す。又子実

に技生した病徴がお血病なりや否や判然とし主主い

ものを若干生じたので，病原不IlfHR，1休としたが，

との子実はitIJもなく股落し他の部位には雨後設病

せでf子葉を除いては健全な{Ri1休で、あワた。

費験第 3

[寅験第 1J及び[寅験抗2Jを通じて視察せると

とろによると，抗日約郁子が設:rfすると先十了-~~に

殻病し，ととに形成された胞子が7J¥.によって流下

し， Hypocotylの去皮に附着し， 多くはその地際

部に{公入し，新たにjr与斑を形成するものの如く，

Epicotyl 或は:1\~/:1; に設的ーするのは， とれに比する

と僅少で‘ある。ととに子実に生ぜる荊斑が棋大し

て，撃との附着部に約斑を形成することは玲で・あ

る。とれらの鼎iに附してJJJ:に碓めるために， r寅駒
第 2Jに1)!:行して視察せるととろを次に辿ベる。
[貰駒5(c2JのD r.\，~ (1948 1'1三牧{生のビ、ルマザ1;病

租rを室内に保存し， 19.50年4月嬬利:調i!iせるも
の)の郁子及び北海迅ー虫庄杭苗株式ヂJjJitより分譲

された 1948年度原ーのゑWi的拘i:約本金時の事fn-に
ついて， 議:!r後nuの Cotylcdon，Hypocotyl， 
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第 6表

~ー~一一JHs 椅 jピノ1.- "本会 tl，l'
主主制lift 一一~一一I ~ 

Cotyl. 

Cotyl. Hyp :23 25 

Cotyl. Hyp. Ep 

Cotyl. Hyp. L. JO 9 

Cotyl. Hyp. Ep. L・ 7 つ

主主病個体総J!i1 37 38 

t~ キ-I't・ 1必; 50 50 

{建 去を 側 w数 O 3 

~ 主主 芳三 基!止 J3 9 

i旦し CotyI. ...... C口tyledon
Hyp. ...... Hypocotyl 

Ep・ .， Epicotyl 

L. …Leaf 

Epがヲ)!C凶C∞ot匂町削y什.1し， Lraf の 4j部\花i品~f，防依?t:に於ける設1約内の J欣!J民)た~y川ì? を犬

々二JI訓)，町!司収q

i訪1故tしく;抗祁i抗i♂J均的l内与ゼせ7る乙オれLらのHi、rは3主主:ドするとう七
やその[-;院に設がjするが， との n\~は 11りもなく IJjと

落する。その後の病勢の推移をはるに，子:\~の病

JXEに膚接ーして子去の草との附蒜部(L:病斑を生ぜる

ものは， ビノレマ， 本金W，j('C各々 11伊H本のみで， と

の去によってl切かなる虫11く，多くは Hypocotylの

地際部にのみ哉約L，Epicoty1或は型にも設的ず

るものは極めて{i11少でるる。とれは fマ¥U二の約J;iE
IL:形成された炭HI約i~îの砲 rがJ世)J\.fl~rのノ1öl~'jによ

って沈下し土制限部のi長i問な JIJ~態下に於て琵茅 L

Hypocoty1 (L:('iii:入するものと想像される o f句との

賞l岐に於てき;.UfHP-iのためにNi死せるものが， どノレ
マ及び本金W，去に各々 1似体生ビた。

左より /[，:{i;> 11主の続前~f，flí'，シ1'"会 l昨の健全干'lìT ， ピノレ?のIii¥:/ii:j.j:，q.，ピノレ?の健全干母子

第 2鼠 決'Jiljム1に総病せる来1}~FRr 

賢験第 4

以上の宣駄の柏県によれば，内せる杭I'が

殻茅するや，光歩、その子~\~f亡設約 L ， n\)~以外の

部f ，í:の琵~IÁjは FI\~の約Jすu亡形成された!抱 rによ

って，二次(1/、Jに，¥1¥るものの立IIくに与えられる。

のととは子Jll;以外の部位の設的が子主の法的より

若 1二ゐくれるととからも tfr~~ちされるので， とのWii

(L:!th] lノてオくの二つの賀政を貨施Lた。

1) 1948 "1'-えせる:1'11約ビルマ位 r 2J 

の 13I ，i，~) を1!H9"1三4)j 30 IJ i/{iL+:1こ捕j"JiI.~， ふ)j
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17日迄親察を続け， t番種後ー了・;民以外の部f!i:に顕著

な設病の認められるに至る日教を調在し，その結

果をtro去に示した。

第 7表

子葉以タIの部位に|
溌病せる総個体鍛: 37 

f番干重後9日目に護病せる個体験 O 

グ 108目 " 17 

グ 11日目 グ 9 

グ 12日目 " 6 

。13日目 グ 7 

グ 14日目 グ O 

グ 15日目 グ 2 

グ 16日目 " 
グ 17I:l目 グ O 

各種子は不設3F.に絶ったものを除き，いやれ

も播種後数日にして設:序を完了し，大部分のもの

は子葉以外の部{まにも殻約した。とれらの[-葉以

外の部位にもま主的=せる 37{[Iil休につき第 7衣によ

って，その鼓約の時期1をはると，播杭後9日日迄

は殻病せるものは主主<， 10，日 F1 ~と主って初めて

17伽H本の鼓病を見た。 以後漸次設約{[Iil体主主を増

加し 16日f=Iに全{[占l体が護病した。

2) ピルマの-了TIl-に接加せる場合の，顕著なる

病境を現す迄に裂する具1)ll¥Jを剖有するためだの

寅験を行った。

2邸5"~2幻7'C に於てl防!GJ鈴:謡著煎汁汁'J.服'd信!官;瞬2袋主コ天』にく上に約

10日|間i日旧l日1培養せせ嶋るI正菌z笥iの胸二了子.を殺I立菌z岩I7水k道7水k中にに、浮浮:i俳#し
F猿像め鉢航せる4
ルマの子iι占に町可附u霧接し 2引1G~24じ'C の京J太に式恒j温且接部種: 

第 8表
Hiに24時間保持せる
後取出して温室に世

若額鎚病すす 日日 5 
き，顕著な荊徴の現迄る

6日 8 なをに望Jj
る現要liij 7 H 7 れる迄の日教を調夜

供試総個体数| 20 
した。 1[111の寅験に

5 {匝l休の子市を使JH

し 41ill賞験を繰返したが，結果をとりまとめて

第 8去に示す。

との結果より見ると本実展開後2rI以上を経

過せざるビルマの-"["Niに沿いては，接柿後5rl)う
至 7日にして顕北:な約微を生す、る。

:11k的主主fより設一応して生じた子i'iir;:J: [-~~~~以外

の部位に殻病ずる場合は，い歩、れも地上覧H¥後敢

日jう至 10日以上を経過してたり， 接部試験の結

果より得た接加後設約迄の 5日乃至7日と云う日

放とを併せ考察すると，とれらの設病は子去に形

成された胞子によって二失的に起たものと考える

のが安営でるろう。

費験第 5

[賞験第4Jによれば草葉等の殻病は， 子葉に

形成された茨出病菌の胞子によって起るものらし

いととが想像されるが，との場合炭底的菌が子市

の草葉に位入するた占うには，一般菌類と同様に一

定の期間滋潤にi米つ必要があろうと考えられる。

との貼に闘して， r寛験第 4Jの後学の試験と同様
の方法で，手先!~長鵠及び手J!在中長認を月jいて接種

試験を行い，一定時1m接種Hî中にi制問主主~J\態で保

~"!j: した後，取1-1\して i臣室に沿き官邸内-!Ui:況を調1EL

た。その結果は第9去に示した通りであるが，と

第 9表

手i婦中主主弱 手無長続
に保持せ

間個別糊個体供試個体i飾個体る時/1ij

O 10 。 10 O 

!日l 4 10 。 10 O 

目 8 10 O 10 O 

験笈 12 10 3 10 9 

24 10 10 10 10 

? 3 10 。 10 。
凶 6 10 O 10 。
目

9 10 O 10 。
険賞

12 10 9 10 10 

れによって見ると，胞子浮倣液を噴霧した後接租

iむに入れるととなく温告に世いたものは勿論のと

と 8時1m或は 9時11¥1按杭Hi中に保JJ11したものに
あっても設的せ歩， 12時/111保持したものに於ては

じめて渡的を認めた。 24
G
CN:に於ては}左前には少

く共 12時11¥1以上i制問な欣Jlgに保つ必要がある様

である。子葉以外の設的が Hypucotyl殊にその地

|際部に多いのは， との{必入に袋.するi制問JUt-態保持

時liHにもM討聯するものと忠われる。

it，I-'f' Jnri Lぐ却は Df自に主-IL感交'1''[:で、あって，典

型的左京HUIなの約;改E~形成するけれ共，予知中長

誌は抵抗性で'1"抵く小さい梢色の約斑を現わすに 11ュ
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る。

費駿第 6

以上の貰l取はいす=れも質験室に於て行ったも

のであるが， ~(に'\1\:約穂子を寅際|はlP易に播種せる

場合について翻察せるととろをjA;べる。[貰験第2J

に於て使用せる 1948年牧穫のピルマの抗E病郁子

を室内に保存し， 1950年 5月23日北大農串部官

果樹園内の!l1lJ場に ifn~消毒にて播種した。播種後乾

燥の天候が続いたためま芝芽不良であって次去に示

ナ如く， 82:¥古播種して僅かに 321日1休の設芳ーを見

るに止った。後7月3日に至って設病のJlk況を調
査せるに，第 10去に示す如き結果を得た。

との結果によって

見ても明かな如く，護

芽せる 321r41休中-了実:

以外の部{止に護病せる

ものは僅か3本にとど

まり，他の大多1設の11M

f番手賃
料費主

第 10表

84 I 32 I 3 

休は護病せる子葉の脆溶によって，而も乾燥せる

天候が結権せることと相まって，雨後の鼓病を兎

れたものと思われる。然しとの3本の例休は雨後

生育と共に他の部ftlにも護約し，枯英j切に至って

その英は多く抗I:病し子寛まで佼害を交け，キli賓L
得ないものさえ生じた。而もとの抗E病株を接組制

として，隣接して1n~病種子を播種せる手Jn~長鵠，

本金時等にも費約し，大なる被害を興えた。

5. 論議

炭庇病菌の分生胞子の生存J~~I問の長短は病原

菌の種類により，或は環境保1'1"等によって大いに

異るものがある。杭の:刻[[病菌 (GlolllerellaGossytii) 

の水中及び、地中に於ける生存J~JljlJは剖合に鋭く，

地中にあっては翌年播種別までに全く死滅すると

云う(中L!I畳五郎，瀧元清透 1917)。桃の決底的=菌

(Gloeostorill1/l laetic%r)はi熱度のi吉iい場合に早く生

存力を夫い， 乾燥}{}(態でも 40日を経過すれば概

ね死滅するらしく，ニu喪中での越冬の可能性は少
いと二l}-えられている(北島博 1949t"ち!!:にi法fiiの分
生胞子は土展中に於ては室内，戸外，よドi法地いすコ

れに保持したものも 10日を経過すると約百!'['Uこ

消火すると試うことでるる(北品/1!J.1951)0 M. F. 

BARRUS (1921)は培養せる菜豆決直病 (C.Lindell1l1司

thim仰1) 菌の分生胞子の浮瀧液を土壌にù'L~注して

室内及び、戸外に置き，翌存迄のi甘jに随時取出して

感交性品種を播種して，その侵害力の存否を確め

た。第 1[il¥は 12月15日より 6月24日まで， 第

2同は 12H 5日よ!:J4月19日まで宜験を行った

が，その結県によると土壌中の胞子はが]7週IUJ経

過すると菜豆子苗に討する侵害力を泊失するらし

く，質際Idil場に於ける越年後の感染源としては，

#!!~叫し作るものであろうと云っている。 又 E.
SCIIAFFNIT及びK.BONING (1925)もC.Lilldelllll-

thia川 IIIの分生胞二子の生存期間について寅験を行

ったが，それl'Cよると分生胞子は乾燥欣態に於て

30日後には設芽力を泊犬する。叉抗i;病英を極々の

僚件下にむいて， 12 nより翌春迄随時取出して病
斑中の分生胞子の設芽試験を行ったととろが，平

均気温 lOVC で 80~100% のi熟度に保たれた部屋

にむかれたものが 3月一本僅かに設茅胞子をと見たに

すぎなかった。氏サ;も炎上に形成された胞fは，

菌の越さちには大してA要でないだろうと辿べてい

る。

程、共の貰験に於ても分生胞fは， Ji外，納屋，

室内いやれに保存されたものも護非jJを泊犬して

いるらしく，接種E試験の結果でももi:.告f)Jが認占うら

れなかった。又土壌中に混入した胞子も笠ぶまで

には死滅するか，少くも子市を位告する)J乞泊うiと

する様で，分生胞子のみによる茶立決症病の越年

は大して|問題とはならない椋にjιわれる。
然し;或る炭HU山首では分生胞Tの生存JtJ!lilH土

相討に長いものも見られる。例えば桃の?茨よ炎;庇約約i]菌菌岩岩
. 

の分生胞丁子-はJ木く松ιd次〈及びび、j鍬手扶*J坂涙よι4久i治命(け19ω20的)によ
ると乾燥J欣|伏R態κては 1カ!円jで

亀

態にては 1カA年lド三以上生イ存手するらしくし， 布初柿fjの炭症荊病

}菌岩(但G/ωoeoωS声仰仰0ωnωl/I仰n川IlKak止i心)の分生胞:rは土I壊裏中に於て 1
年を経i過品するも古科向l守IJ5団8%杉は生イ長ずると云う(銭方末

法 1942)。多IJJ潔 (1937)は拙の炭iii病菌(Glomerella

11111111e)の数系統の分生!J包子をJljいてー100C(t1:保

J与した場合の生イn与)llIJを調布したととろ，乾燥Jjた
態に於てl:-¥:の所，"fi['j1枕菌は 31913を経過するも/[1'，1

生イ{-L， .Uc 3 ~史的も 260 L1後にもそのー・部は生存

していた。乾燥j川島にてお℃に1~{{- したみ.~ 1杭
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菌の分生胞子は 284日経過して全部死滅した。と

れに反しi尉閏欣態に於ては -100Cに保存した

場合 1[沈菌は 80日内外， 4蹴菌は 17日内外， 5蹴

菌は 34日r̂J外にて全部死滅するものの様である。
M. F. BARRUS (1921)は決抵抗‘の殻生した来

立の英~~サ;を種々の僚件下に越冬せしめ，翌清とと

れを接部:加として感受性品種に封ずる{公害力のイ子

否を調在した。その結果納屋に保{jえされたものも

hlil場に放置されたものも充分に子苗の感染源とな

り符ると述べている。

E. SCIIAFFNIT及び K.BONING (1925)は前述

の分生胞子生存Jgjll¥J調布の質験とのj:行して英の組

織内の菌綿の生活力持続限況を調べた。1O}g米よ

り寅験を開始したが， 松燥したものは 12月の米

に既に死滅していたが，若干i弘試を保たしめた場

合にはI~iの生存WJl llJ長<. 3月末に五つでも令官生

存しているものがあったと云うととである。

柏の決症病(GlolllerellaGossyPii)に縦約せるiJgJ，

現ij，京，棉袈等は，とれを地中に担波せる場合に

とれにi母記する病原菌はすべて翌存までに死減し

たと云う(中川畳五郎，瀧元清透 1917)。桃の決血

病立:I(Gloeosporiul7I laeticolor)は樹上に捜存する病巣

(桃奴)内で越冬する可能性は極めて少く，との病

原菌越冬の此も有力な部位は約枝であると考えら

れている(北品陣 1949)。又柿の決脳病菌(Gloeos-

porium Kaki)も，病校中のffii締は 1カ年以上を変11過
しでも尚生存JJ を有し，荊:!.Iミも亦越冬後i品âr~w\態

に保持すれば分生胞子を生じ第一次体染源とな

り得るらしい(銭方米彦 1942)。トマトの波山病菌

何Olletotrichu11lphollloides)も縦約組織中に於て翌お

迄充分に生存すると云うととである(J.B. KEND-

mCK & J. C. WALKER， 1948)。又北j伝道虻fll郡高

茂別に於て行われたi試験によると来~1Iの -.1:1'1和大

幅の技士I'j;'~乙於て， Yiい千竹を使) Ijすると ~Iほうij:q\?に

抜出品誌の技生諸:しく牧fF:を減じ，子竹の使)IJt， 1~童文

の古い場合程決血病の設生が多くなる。然し古手

竹でも之を泊主任して使)jjすれば設的の減歩るとと

が知られている(!Jt肝武 19.'37)。

私共の宜験によると抗!;約した災l土 Iilìllb~に 1l~話'jL

し砧主下に勉冬した場合には内部の11Hは死滅し，

茶豆f.Wiに到する依存)Jを泊先している椋でるる

が，乾燥w¥態で、納屋に保存したものにあっては決
血病菌はIljjかに翌亦まで・生存し，好誼な環境に於

てはとれらの淀に接する子市は菌の佼容を蒙る。

以上私共の寛験結瓜及び‘諸氏の報肯・せるととろを

1i!:せ考えると，楽豆決血病}自の分生胞子は割合に
生存共Hllll短¥， とれがヰ羽田に越冬して第一三た渡的

の源泉となる場合は碕である械にJιわれるが，被

害組織内の菌は優に翌春まで生存するととはりjか

でるって，翌春子苗安症病の千{JJt:r.接種iJtlとなる。

故に茨庇病の被害英，主主，葉等の底置は本的防除

上組めて緊要のとととJιわれる。

::j，くに抗!¥病種子による炭症病の侍染についてみ

るに， 柏の炭HH内I(G. Gossypii)がその子実に鼓約

するのは種子の内部に潜在する病原菌によると推

定され(中日i費五郎，瀧元清透 1917)，貨怖の決庇

約 (c.Corcho川 n)に紙約せる種子は，その匹乳組織

内に菌締をと認め，抗!;的il;lil場より{HiT[せる種子を 1

年後播種せるに 44~100% の設病Z与を示したと云

うととである(鋳方末彦，古川政治 1940)。亦亜麻

の抜山病 (C・ Lini) に伝:された~M~tf!fI子は悲しき場

合は)]f乳及び、子葉に菌が位入潜在し翌イ付番組すれ

ば護芽と共に殻約する(柏iJlii減 1923，1924)。かく
の虫11きさ制圧病保高Iillf腕i翫子は 700C30分jう至 1時

IiIJの乾熱殺菌によって概ねその子市の設的左防ぐ
ととが出来る(栃内古彦，榎本鈴雄 1938)。茶S'i.の

決HilI尚昆iも叉抗n病和子によって越年し，翌おとれ
を播加すると子市に護病するととが知られている

(M. F. BARRUS， 1921; E. SCHAFFNIT & K. Bo-

NING， 1925)。

私共の賓験に於て菜豆の決岨約1品iが乾燥月J¥態

で室内，納同等に保存された抗r約種子内に於て越
冬し，翠布子市を設的せしめるととは昨貨に説明

され， 例えば郡イ.1~1{:?{とに倣lする[寅験抗 2J にはる

女11く， l~，iは宗内に保イぷされた:依;1干柿J-I'L於ては翌

々年のぷ迄生存しているととがiリjである。ことに

興味のある ]"l~寅は，抗祁i

中に健f全を2左主{官側I向川刷{休本のあるととでで、ある。 とれは恐らく

被~lFが柿!主に11: り rMの公入は内部の子去にj与は及

ばなかった震に，設JJA時にその:被谷和1えの脱落す

ることにより他の部位の設約を売れたものと忠わ

れる。1¥1.F. B.¥IミRUS(1921)の寅験に於ける aata
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そはるに，抗UI内7京子を:f!，lt帽しているにもJ旬らサでι受
荊は殻生せる一子7fiの一部にIIニり，多くの場合牛車(

1j}:の抗t;病1fI.¥1本を生やるに過ぎない。';，1氏はとのと
とに闘して特に吉及していないが示されたデ戸グ

は興味深いものでるゐ。

更に殻約して子主に決症約の病斑を形成した

ものであっても， 11問i打叫iリlも1な主くその子英は肱落しし， i民繭民繭国

後その(引倒仏同附占司i刊f休本の他の部分には護病せぬととがある。

然し多くの場合は了

るが， かかる第二次の琵病部位は Hypoco酬の地

際部に限られるととが多く Epicotylや葉に護病

する1[/11休は割合に少い。又千葉の病斑が鏑大して

子葉の草との附着部に病liEを生一夕、るものは稀れで

あって，寅験第3に於て， ピルマ及び金時の被害

種子を犬々 50粒宛播和した場合に， かくの如き

病欣は各々 11肉体にとれを見たのみである。亜麻

の炭症病t乙於ても，その:，w病杭了-から殻芽した幼
翠の被害は通常地際の部分にi誌も多いと云うとと

である(樋illi;t成 1923)。
[賓験tfc4Jに於て了喫以外の部fなに設的せる

引ltl休についてみるに， その琵荊は播和後 10日を

経過したる後に初めて現われ，雨後漸次殻病し 16

日日に王って杢i同体が設約した。との貰験に於て

設芽は播稀後数日にじて完了し二子葉琵病の大部

分は殻芽と同時でるった。印ち子で葉の主主的より数

日程れて，他の部11'':に護病するのである。一方ピ

ル?の子市に封する接種I~\験によると，顕著な荊

授を現す迄に要する耳)lljlJは 5日jう王 7日でるる。

とれらの観察結果を綜合して考えると，内部組織

に立iの潜在せる抗t;病郁子は殻:芽と共に子実に殻荊

し，とれはlillもなく肱帯するが，油企な篠件に於

ては-了・:J，V~の約J)fに形成された胞 fは他のi~'ß位に分

散してとれを位守するものとj目、われる。との場合

Hypocotylの地際部κ殻約することが多いのは，
子実に形成された胞子が71'<-1，*jと共に流下L，地際

部にiliして，その古111なが常にi&i問に保たれるため

{必ー入に灯ん泊なのであろうと考えられる。

[買験第5Jによって見るに，来豆の茨庇病jI;j

がi子市.に侵入するためには 240Cに於て少くとも

12時間以上棒、i問な欣態に保たれる必要がある。
[貫験第6JK於て/rI)1場に縦約和了-を播献した場合

に，君主市朗に翠葉に護約せる1/1i¥休の少かったのは

との時期がたまたま乾燥せる気候でるるために，

子葉の病斑から他の部位への体播が少かった~で

あって，保件さえ好泊であるならば，菌の侍播接

和は吏に著しいととと忠われる。叉雨後の観察に

於てとの稚苗期に護病した1/1;1休を接î'iJï:iI~[ として，

そのJ;1iJ遣の健全{肉体は逐弐位容を受け，結茨期に

至って英の被害は甚大となったのである。要する

に菜豆氷山仇官iは被害粒子に潜在するものと，被
害支，実，英子庄の組織内に於て越冬せるものとが

との病害の第一手く殻生の大きな原悶となると忠わ

れる。従って本的の防除には抗'，;荊郁子の使用を践

に避け被害翠，葉，爽h'!sの帯菌組織をp持H乙底分
するととによりて，第一次護生を防止するととが

先事必要で、ある。 Eたいで・第一次費生による被守子

前に殻生せる胞子の分散によって病容の停染が起

きるから，とれを防ぐ潟に!，'-期の薬剤撒布が必要

である。又古い手竹には佐々菌が附I{Iiしてとれが

接相加となるととがあるから要すれば手竹の消毒

を行うべきである。

Resume 

The experiments on the overwintering of the bean anthracnose fungus， Colletoirichu11l Lil1demuthianum 
BRIOSI et CAVARA， were carried out. It would appear from the experiments that the spores of this 
fungus kept in the barn， in the room and in soil were equally unable to live over winter and to bring 
about infcction in the following spring. 80 undcr practical bean-growing conditions the chances of infec-

tion from the hibernated spores must be negligible. But the fungus in the disea3ed tissues kept in dry 

condition would remain viable over winter. Therefor as one of the control :neasures of th巴 diseasethe 

aHected pods and vines should be removed from the bean field. The fungus in diseased seeds is also able 

to live for at least two years and to cause the primary infection of bean anthracnose. 80 we must not 

use the diseased seeds. The allthracnose lesions appear first on the cotyledons of the seedlings emerged 
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from the aHected seeds， and after several days they spread on other parts of the plants， especially the 
hypocotyl at the ground level in most cases. It is highly probable that the secondary infection is caused 

by the conidia disseminated from the lesions on the cotyledons which were produced by the primary 

infection of the fungus hyb巴rnatedin th巴 seeds.
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